
1．行動計画の趣旨 （4）本市の主要課題と対応テーマ 

（7）持続可能な市政運営 
厳しい財政状況を踏まえた市民や産業
等との協働によるまちづくりの必要性 

⇒テーマ1,2,4,5,10 

（1）快適な街なか生活 
医療・福祉・教育等充実し
た街なか生活環境の維持・
向上の必要性 

⇒テーマ1,3,6,10 

（2）ゴールド集落等での生活 
住み慣れた地域で安心して生活し
続けられる環境等形成の必要性 

⇒テーマ1,2,3,5 

（3）エネルギーが豊富なまちでの生活 
暮らし、仕事、学び等様々な観点から環境・
エネルギーに対する理解促進の必要性 

⇒テーマ3,4,5 

（4）本市の特徴を活かし
た産業 

市の特徴・特性を活かした
産業振興の必要性 

⇒テーマ6,7,8,9 

（5）本市の経済を支え
高める産業 

経済社会環境の変化に強
い産業力向上の必要性 

⇒テーマ6,7,8,9 
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事業者 市 市民・NPO等 教育研究機関 

（6）都市の安全を支える基盤 
自然災害等に強い安全な都市づくりの必要性 

⇒テーマ1,5,10 



2．テーマごとの行動計画（各テーマと構成） 

行動計画の10テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
各テーマの検討項目 
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整理項目 内容 

（1）計画の全体概要 目的、前提、個別事業の概要など 

（2）テーマに係る背景 当該テーマが必要となった背景や浮かび上がった課題など 

（3）モデル全体イメージ 当該テーマ全体の薩摩川内モデルの提示 

（4）具体的事業展開イメージ 具体的な取り組みのイメージ 

（5）ロードマップ 今後10年程度の大まかなスケジュール 

市民生活関連 テーマ１  ：エネルギーの使い方に着目した高齢者等への生活支援サービスの実現 
テーマ２  ：市民と地域の交流を促すスマートアクセスの実現 
テーマ３  ：エネルギーの使い方にも配慮した生活様式の確立 
テーマ４  ：エネルギーの市民意識の向上 
テーマ５  ：市民の活力によるエネルギーの自給自足モデルの構築 

産業活動関連 テーマ６  ：市内資源を活用した地域型産業の振興 
テーマ７  ：本市農林水産力の向上 
テーマ８  ：本市特有の観光スタイルの創出と育成 

都市基盤整備関連 テーマ９  ：次世代エネルギーの効果的な導入に関する技術研究及び仕組みづくり 
テーマ10：立地環境等を踏まえたエネルギーの賢い使い方に関する仕組みづくり 




